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飲み込まれない辺境
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`グルジアの何が問題か？

`われわれのグルジアについての知識
は？

`⇒ワイン、ピロスマニ、スターリン、黒海

`2008年夏グルジア紛争が加わる
`紛争の大地か？
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豊かな自然
` 5000メートルを越える大コーカサス山脈と二つの海
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民
族
の
多
様
性
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クロスボーダーヒストリー
＝「常識」の問い直される場
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17世紀のペルシ
ア語写本
20世紀末にイギ
リスで発見
グルジア史に新た
な光
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「グルジア問題」
とは具体的には？

` 1922年 ソ連への加盟の仕方をめぐっ

て

` 1956年 スターリンの評価をめぐって

` 1978年 ブレジネフ憲法での国語条項

をめぐって

` 1991年 ソ連崩壊と民族紛争

` 2008年 グルジア紛争
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ロシア・グルジア関係
`東方正教国家としての親和性

`吸収併合ー統合か征服か？

`愛憎関係の展開と近代化

` [民族と国家間関係]
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オルベリアニの手紙
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2008年夏、何が起こった
のか？

`ロシア・グルジア関係はついに戦
争に発展

`グルジア・サアカシュヴィリ政権
はロシアを国家独立の妨害者と
みなす一方、ロシアはコーカサス
秩序の防衛者を自任
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高まる一方だった緊張関係
` 2月17日 コソボ独立宣言

` 3月6日 ロシアが1996年以来続いていたＣＩＳによる
アブハジアへの経済制裁から脱退

` 4月2-4日 NATOブカレストサミット、ウクライナ・グ
ルジア加盟問題が議題に

` 4月3日 ロシア大統領がアブハジアと南オセチア首
脳へ返信、グルジアのNATO加盟がもたらすネガ
ティブな影響に関する懸念を共有すると指摘

` 4月15日 国連安保理UNOMIG半年延長、グルジア
主権認める一方、ロシア平和維持軍を賞賛
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ロシア・グルジア関係
を考える意味

`ヨセフ・ジュガシビリ/イオセブ・ジュガ
シュヴィリИосиф
Виссарионович
Джугашвили/ ioseb
juRaSvili
`辺境から帝国の中心へ
`ユーラシアの支配者へ
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「飲み込まれない辺境」
`・ロシアの自画像・戦略の揺れとの連
動・ソ連期の「一般・普遍化」の強い
影響⇔現地情勢は常に変化

`ロシアのハイブリッド性⇔より本源主
義的たくましさ/単純さ
`⇒魅力の一方、現代世界の矛盾をさ
らけ出す
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「グルジア問題」の行方
`コーカサスにおける「国民国
家」建設の難しさ浮き彫りに
`国際政治の人質化→2008年
5月の国連決議
`「国家」にしばられない多文化
社会の構築の重要さ⇔「国
家」の信頼性・信頼度


